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第二回目は、2011 年 8 月 14 日から 9 月 14 日まで一カ月間を掛けて、青海省のチヤラ
ン寺やチベット自治区のパオンカ寺、デイクン寺、セラ寺などの鳥葬を調査した。 





































































る。史書に現れるのは「吐蕃 thu bhod 」や「蔵族 bod」である。チベット族に対する










 もう一つは、ハァウ・ツェラウチャンワ（dpa’ bo gtsugs lag phring ba）『智者喜宴』に




















吐蕃王朝の時代（紀元前 825 年―紀元 923 年）、部族割拠政権時代（923 年―1270 年）、
サキャ政権時期（1270 年―1354 年）、パクモドゥ政権（1354 年―1642 年）、ダライ・ラ
マ政権（1642 年世紀―1951 年）、中華人民共和国時期（1951 年―現在）などに分けられ


































































102.27 度まで、北緯 35.1 度から 35.47 度までである。農業を主とし、牧畜を兼業する。
隆務鎮には黄南蔵族自治州と同仁県の政府があり、州と県の政治、経済及び文化の中心で
ある。全県面積 3275 平方キロメートルで、そのうち耕地面積は 7566.7 ヘクタール、草原
面積は 30 万ヘクタール、森林面積は 1.28 万ヘクタールである。同仁県の最高海抜は 4767
メートル、最低の海抜は 2160 メートルである。年間平均気温は 5.2 度で、年間平均降水





シュンポンシ郷の最高海抜は 3945 メートル、最低海抜は 2660 メートルである。年間平均
気温は 3.3 度、年間降水量は 461.7 ミリメートルである。雨季は夏の 7 月、8 月、9 月で
ある。 






2013 年の郷政府の人口統計によると、シュンポンシ郷は 642 戸あり、人口は 3615 人、
その全部がチベット人である。シュンポンシ郷の面積は250.97平方キロメートルであり、
そのうち耕地は 669.6 ヘクタールで総面積の 2.6％を占める。耕地（灌漑ができない山地）























世帯主 家族の人数 世代数 家畜数 畑面積 実際に耕作
する畑面積 
①  12 人 5 世代 牛 68 頭 羊 500 頭 35 畝 25 畝 
➁ 15 人 4 世代 牛 50 頭 羊 300 頭 30 畝 20 畝 
➂ 6 人 3 世代 なし 17 畝 12 畝 
➃ 9 人 4 世代 羊 150 頭 26 畝 17 畝 
➄ 3 人 3 世代 なし 15 畝 10 畝 
➅ 11 人 4 世代 牛 30 頭 羊 150 頭 28 畝 20 畝 
➆ 12 人 3 世代 なし 32 畝 24 畝 
➇ 10 人 3 世代 羊 300 頭 20 畝 12 畝 
➈ 8 人 3 世代 牛 15 頭 羊 100 頭 24 畝 14 畝 
➉ 5 人 3 世代 羊 70 頭 24 畝 14 畝 
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⑪  6 人 3 世代 羊 100 頭 14 畝 10 畝 
⑫  6 人 3 世代 なし 15 畝 12 畝 
⑬  8 人 3 世代 牛 17 頭 羊 100 頭 20 畝 15 畝 
⑭  4 人 2 世代 羊 17 頭 16 畝 10 畝 
⑮  6 人 2 世代 なし 30 畝 21 畝 
⑯  6 人 3 世代 牛 16 頭 羊 100 頭 20 畝 15 畝 
⑰  8 人 4 世代 牛 20 頭 羊 100 頭 20 畝 15 畝 
⑱  6 人 3 世代 羊 110 匹 20 畝 15 畝 
⑲  6 人 4 世代 牛 20 頭 羊 100 頭 17 畝 10 畝 
⑳  8 人 3 世代 羊 50 頭 28 畝 17 畝 
㉑ 5 人 3 世代 羊 200 頭 15 畝 10 畝 
㉒ 9 人 3 世代 なし 29.5 畝 19.5 畝 
㉓ 5 人 2 世代 なし 19 畝 10 畝 
㉔ 4 人 3 世代 なし 11 畝 8 畝 
㉕ 8 人 3 世代 なし 19 畝 12 畝 
㉖ 3 人 2 世代 なし 4 畝 4 畝 
㉗ 9 人 3 世代 羊 200 頭 24 畝 16 畝 
㉘ 5 人 3 世代 なし 15 畝 10 畝 
㉙ 5 人 3 世代 羊 100 頭 30 畝 20 畝 
㉚ 5 人 ３世代 なし 18 畝 12 畝 
㉛ 4 人 2 世代 なし 12 畝 8 畝 
㉜ 7 人 3 世代 羊 200 頭 12 畝 8 畝 
㉝ 4 人 2 世代 なし 14 畝 10 畝 
㉞ 12 人 4 世代 牛 70 頭 羊 300 頭 30 畝 22 畝 
㉟ 8 人 3 世代 なし 12 畝 8 畝 
㊱ 3 人 2 世代 なし 17 畝 12 畝 
㊲ 9 人 3 世代 羊 100 頭 30 畝 21 畝 
㊳ 8 人 3 世代 なし 14 畝 10 畝 
㊴ 4 人 3 世代 牛 20 羊 100 頭 12 畝 9 畝 
※１表の「牛」には、ヤク即ち、ヤク（Gyag）、ゾ (ーMdzo)、ゾーモ(Mdzo mo）が含まれる。 
※１畝は 6.667 アールに相当する。 
 
チュマル村は 44 軒からなる自然村であり、人口は 271 人である（2013 年シュンポンシ
郷人口統計）。表 1－3 にはそのうち聞き取りをすることのできた 39 軒をあげた。耕地総







3,430 頭である。全村に大学生は 4 人、公務員は 13 人である。2010 年の収入調査によれ
ば、村人の一人当り年間平均収入は 3,622 元であった。 
一方シュンポンシ村は 245 戸からなり、人口は 1,383 人（2013 年シュンポンシ郷人口
統計）の大きな村である。筆者は全戸を個別に訪問し、調査する時間がなかったため、代
表的な 12 戸を例として、世代数、家畜の数などを表 1－4 にあげる。 
 
表 1－4 シュンポンシ村の人口、世帯の数、家畜の数及び耕地の畝数 
世帯主 家族の人数 世代数 家畜の数 畑の畝数 
➀ 6 人 3 世代 なし 山地 15 畝 
灌水地 1.5 畝 
➁ 6 人 3 世代 なし 山地 6 畝 
灌水地 3 畝 
➂ 4 人 3 世代 牛 20 頭 山地 6.5 畝 
灌水地 3.5 畝 
➃ 10 人 4 世代 牛 20 頭 
羊 100 頭 
山地 11 畝 
灌水地 6 畝 
➄ 6 人 3 世代 なし 山地 2 畝 
灌水地 3.2 畝 
➅ 7 人 2 世代 牛 70 頭 
羊 200 頭 
山地 8 畝 
灌水地 4 畝 
➆ 6 人 3 世代 羊 100 頭 山地 5 畝 
灌水地 2 畝 
➇ 9 人 4 世代 羊 50 頭 山地 6 畝 
灌水地 3 畝 
➈ 6 人 3 世代 なし なし 
➉ 7 人 4 世代 牛 8 頭 
羊 100 頭 
山地 5 畝 
灌水地 3 畝 
⑪ 7 人 4 世代 なし 山地 18 畝 
灌水地 6 畝 
⑫ 4 人 2 世代 なし 山地 1.5 畝 














































                                                   
4千戸（ホンボ）や万戸（ナンソ）は、モンゴルの元朝が吐蕃王朝の官吏制度を基づいて実施した制度であ




















酷に弾圧した。例えば、1932 年 6 月から 1941 年 5 月まで青海省の果洛チベット地域の各
部落に対し 6 回にわたって残虐に弾圧し、何千人も殺害し、家畜 6 万頭程を奪略し、白玉
寺など寺院 5 座を破壊した。 
1937年から1942年まで馬氏政権は玉樹チベット地域で各部落の住民を百人単位で殺し、
家畜約 4 万頭を奪略した。いくつかの寺院の財産を奪略したほか、100 人ほどの僧侶を殺
害した。 
1937 年馬氏族の軍閥政権が同仁県長牙昂部落を弾圧して 600 人ほど殺害し、家畜約 1
万頭を略奪した。1942 年同仁県和日乃亥部落の 100 人ほどを殺害した。その他 1937 年同
仁県和日只桑部落の弾圧や同徳県蔵寺の弾圧などがある」（崔永紅 2010：545－551）。 



































































 歴史によると、一方のアッヴェナンソも元朝の時代、フビライ（忽必烈 1260－1294 在
位）がアッヴェの族長にナンソの官位や、現在の甘粛省甘南蔵族自治州の大部分の領土を























ンポが 28 世代続いた。今日残るコンジュウジャシ・ホンポは第 30 代目である。シュンポ
ンシ上部族のホンポも高度な自治権を持っていた部族政権であった。ホンポ家には法廷や


































も羊が 200 から 300 頭、ヤクが 70 から 80 頭、耕地は 1.33 から 2 ヘクタール（山地の非
灌漑耕地）を持っていた。 














によって違ったが、一般的に一年間の給料が 10 から 15 銀元（当時、ヤク 1 頭が 8 銀元で
あったという）であった。契約期間の食糧や衣服などは牧畜主から提供することになって
いた。 
































































集落である。基本的に 30〜40 戸からなっている。例えば、チュルマ村はヴッズ(bu rdzi )、
メイジュウ(med 'jigs )、ゲイワ(sgar ba)などの氏族からなっている。シュンポンシ村はゲ


























































































11 名前は普顔篤汗（1285－1320）、在位期間は 1311 年～1320 年までである。 
12洪武帝とは、明太祖朱元璋（1328~1398）であり、在位期間は 1368 年~1398 年までである。 
13宣徳帝とは、明朝の皇帝朱瞻基（1398－1435）であり、在位期間は 1425～1435 年までである。 

































「1949 年 8 月 26 日中国人民解放軍が甘粛省の蘭州を解放した。8 月 27 日馬氏軍閥政
権の首領馬歩芳や馬歩青らが家族を連れて飛行機で重慶へ亡命した。8 月 28 日人民解放軍
は青海省の循化県をした。9 月 4 日人民解放軍西進大軍第一路軍が民和県や楽都県を通っ
て西寧を目指し、第二路軍が循化県から化隆県を通って湟中県を、9 月 5 日には西寧を解
放した。王震司令員の命令により人民解放軍が青海省の各県に進駐し、9 月 10 日に湟源県
や大通県を、9 月 12 日には門源県を解放した。玉樹や果洛チベット地域以外の各県には 9
月内に人民解放軍により解放された。9 月 26 日青海省人民軍政委員会が成立し、中国共産
党の各項政策に従って旧青海省人民政府の代わりに行政を行うことにした」（青海省誌編纂
委員会 1987：150－153）。 
































村では、1953 年に小学校を建て、村の 15 歳以下の子供達を学校に通わせることにした。





                                                   
15 ジャシは同仁県の 51 代目ロンウナンソ（隆務万戸）である。彼は民主改革によって投獄され・労働改
造の処置を受けた。釈放後も青海省民政庁の庁長や青海省政協の副主席など務めた。 









































た民主改革を記述する前に、1949 年中華人民共和国が成立してから 1958 年まで、全国の
農民に対してどんな政策を行ったかを歴史的な背景として紹介する必要がある。 
 1949 年解放から 1958 年人民公社設置まで、中央政府は内地（漢民族地域）の農民に対
して社会主義的な政策を行った。例えば、「1949 年冬から 1950 年 6 月まで全国で分散的
に第一段階の土地改革を行った。しかし、第一段階の土地改革は徹底的ではなく、当時、
大部分の地域では土地改革の準備段階であった。1950 年 6 月から 1952 年 12 月まで第二
27 
 


















合作社は平均 50 戸であったが、高級合作社は平均 200 戸である。高級合作社は労働力や
耕作面積による収穫物の配分全部を支配した。また、出資した農民の家畜や耕地による収
穫の配分や物々交換、多く働いた者に多く配分する原則などを廃止し、政府管理下の計画












助組に参加した農家は 3500 戸であり、全県の総農家の 60%以上であった。1957 年になる
と全県合作社や互助組に参加した農家は 3518 戸であり、全県農家の 60.10%である。しか
し、同年、県の第一区の一部の農家が合作社や互助組から退社退組を要求した（同仁県誌
編纂委員会 2001：223）。 


















ラブラン（夏河）など甘粛省のチベット地域に広がった。1958 年 6 月上旬同仁県ドゥワ・
ガルツェ・夏河県のゲンジャ・循化県のガンザ部族の叛乱者約 800 人が同仁県ドゥワ地域
で叛乱活動を行った。当月の10日人民解放軍は叛乱者200人を射殺し、50人に怪我させ、
7 人を逮捕し、それ以外は敗走した（同仁県誌編纂委員会 2001：698）。 














































行した大躍進の失敗により、1959 年から 1961 年まで全国では深刻な経済困難を生じ、








自治州概況編写組 2008: 104）。 
実際、民主改革で同仁県の千百戸、牧畜主、寺院の僧侶、宗教首領などを逮捕して 1962
年まで監獄で労働教育させた。彼らの財産は国有化され、国営牧場が設立された。チュル
マ村では大牧畜主であるA 家の男性 5 人を逮捕し 1962 年まで監獄で労働教育した。 
1958 年 8 月同仁県人民政府が中央政府の「農村に人民公社を設立する問題についての
決議」を県民に宣伝した。9 月、青海省党委員会が頒布した「農村に人民公社を設立する
決定について」に従って、同仁県では 5 日間で全県人民公社化を完成させた。当時、全県





























上述した当時チュルマ村の 24 戸のうち、牧畜業と農業両方を行う家庭 5 戸は牧畜主と
富農に区分した。食糧を自給できた家庭は中上農や中農、中下農とし、牧畜主に雇用され
て生活してきた家庭は貧農とした。 
例えば、1958 年階級区分ではチュルマ村の農牧業両方を行う A 家は上述したように大
量な家畜や耕地を所有した。また、彼は二人の妻を持ち、男女を一人ずつ放牧に雇用して
いたため牧畜主に決定された。家畜や財産、家屋は国有牧場の所有財産とされた。 
B 家は、当時家畜は羊 300 頭、ヤク 70 頭、耕地は 2 ヘクタールなどあり、家族は 3 人
しかなかったため富農に決定した。彼は叛乱事件に参加しなかったので逮捕されなかった。
しかし、家畜や財産、家屋などは村の所有物とされた。 
C 家は、当時耕地は約 3.33 ヘクタール（山地）あった。しかし、家族は 8 人であり、労
働はあまり好きではなかったから貧乏で、階級分類する際に中下農に決定された。耕地は
村の所有物にされたが、家屋は私有を許された。 
つまり、チュルマ村は当時の階級分類では、1 戸が牧畜主、4 戸が富農、2 戸が中上農、






































阿部治平によると、1959 年「民主改革」後、チベット自治区では 1960 年秋から試験的
に 70 から 80 の合作社が組織されただけで（農牧業）集団化はやらなかったという。だが
内地から来た漢人は土地改革で得た財産を互助組という、自営農がたてまえの助け合い組
織に供出させた。この結果、表むきは互助組でも内実は合作社という「もぐり」の集団経
                                                   





これを見た中共中央は、1961 年 4 月に「今後はチベット（自治区）では安定発展の方針
をとるべきだ。1961 年から数えて 5 年間は社会主義改造はやらない、合作社は試験地点
でもやらない、人民公社はましてやってはならない」と集団化禁止の指示を出した。カム
やアムド同様の飢餓がうまれるのを恐れたからである。これから 3、4 年間農牧民のいく
























 文化大革命は 1966 年初めに紅衛兵運動の形で始まった。それは共産主義青年団に代わ

















り、これを超えると 1 頭の仔羊につき 20 元の罰金をとる。仔牛の死亡率は５％である。
死亡率を超えると 1 頭の仔牛につき 80 元の罰金を取る。いっぽう既定の生存率を超える




表 2－1 1972 年から 1979 年までのチュルマ生産隊（村）の家畜数 
年 羊の数（頭） ヤクの数（頭） 
1972 年 1,475 353 
1973 年 1,298 357 
1974 年 1,465 398 
1975 年 1,665 359 
1976 年 1,468 370 
1977 年 1,496 394 
1978 年 1,604 421 
























小麦 60,896 8,610 3,110 1,545  4,277 43,354   
裸麦 63,700 11,150 100  31,675 75 20,700   




490 490        
総計 134,186 21,200 5,600 1,545 31,675 4,352 69,814 144 480 
油菜 3,084 615  503   1,666   
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小麦 351 190 66,755 7,875 2,924  3,711 52,17
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豌豆 35 90.9 3,182 1,050 2.132      
ジャガ
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油菜 40 128.2 5,130 653   2,462 2,013   
総計 40 128.2 5,130 653   2,462 2,013 144 14 
＊チュルマ生産隊の出納係を務めた村人Ｆが保存している当時の資料から引用 
 










1972 年 18,730.50 3,216.97 710.8 14,772.72 120 人 123 0.56 
1973 年 20,088.19 6,499.33 669.52 12,919.34  96.49 0.473 
1974 年 26,719.78 6,603.79 1,619.65 18,496.34  135 0.635 
1975 年 24,609.70 4,802.40 811.59 16,207.11 144 人 112.52 0.497 
1976 年 24,393.97 6,275.64 947.24 16,156.18  112.60 0.498 
1977 年 30,030.40 5,822.89 3,578.85 20,628.66  136.66 0.60 
1978 年 24,321.12 5,413.33 1,926.97 16,980.82  108.60 0.55 































調査対象村のE には、当時家族 5 人いた。E と彼の両親と妻の 4 人が生産隊の日常労働
に参加していたため、年末 1 人の子供に割当てられた食糧を購入した以外に、生産隊から





















































人が政府の役人になり、そのうち、県政協（政冶協商会議）の主席 1 人、副主席 2 人、政






































に 15 年以上であると決定した。 
 1993 年 11 月中共中央、国務院は「農業や農村経済発展のいくつかの政策措置」を頒布
し、耕地の請負期限が切れても、30 年間延長することを決定した。 









制を行ったのは 297 生産隊であり、全県の総生産隊の 84.3%、7564 戸にのぼり、県総戸






























































































































実際に近代的法体系は 1949 年の革命以来 1979 年まで存在しなかったから、以上の司法

























表 2－4 チュルマ村の家畜数の変遷 
政治変革時期 羊（頭） ヤク（頭） 所有形態 もめごと調停 
旧社会時代（1958 年以前） 約 1,500 約 400 私有 長老会 




1,475 357 生産隊所有 生産隊、貧農協会、
婦人会 
1979 年 改革開放 1,638 471 生産隊所有 生産隊、貧農協会、
婦人会 
1983 年 家族生産請負制 1,350 395 家族生産請負 長老会 

















































表 2－5 調査地域の政治事件や政策の年表 
 
1949 年 同仁県「解放」、県人民政府成立 
1952 年 同仁蔵族自治県に決定 
1953 年 シュンポンシ村小学校建立 
1955 年 農牧業互助組成立 
1956 年 チェルマ村小学校建立 
1956 年 シュンポンシ上部族郷政府・シュンポンシ郷政府成立 
1958 年 3 月青海省や甘粛省のチベット叛乱事件勃発 
9 月民主改革を実施して人民公社設置 
10 月全県の寺院を閉鎖 
1959 年―62 年村全体が飢餓状態になり、大量の餓死者 
1962 年 労働点数の政策を実行 
1966 年 文化大革命始まる 
1979 年 改革開放政策登場 
1983 年 人民公社を潰し、畑や家畜を家庭に請負わせる政策を実施 
2000 年 西部大開発政策実施 





































































































































チュルマ村の A（男性 45歳）によれば、彼は旧暦の 4月から 5月までの約 1カ月間比
較的草の芽生えが早い、春の草原で放牧している。5月から 7 月までの 2か月間に夏の草
原で放牧し、7月から 8月まで 1カ月間には、秋の草原で放牧している。8月は、村の農産
物の収穫は大体終わっているため、約１ケ月間家畜を耕地に入れ、耕地の草を食べさせる。

















































































後、B は隣の循化県の草原を借りて放牧した。1958 年民主改革の時、B はチュルマ村の唯
一の大牧畜主であり、羊 500頭、ヤク 100頭を所有していた。 
一方のシュンポンシ村には民主改革の時、最大で羊約 1,300頭、ヤク 100頭を所有した























例えば、シュンポンシ村の Eは 1958年の民主改革・人民公社化の時、羊 1,300頭ほど、
ヤク 100頭、馬やロバなど役畜 30頭を所有していたので、階層は大牧畜主に区分された。
また、叛乱に参加したため、家畜は国有牧場の所有物とされ、家屋は村の食堂にされた。F
は当時、羊 700頭、ヤク 80頭、馬など役畜 20頭を所有していたので、牧畜主に区分され
た。彼も叛乱に参加したため、家畜は国有牧場の所有物された。家屋は人民公社の役人の

























収入は上述したように労働点数で、年末生産隊から食料を配分した。1976 年から 1979 年
までの請負事情は以下の表のとおりである。 
 
表 3－1 1976年チュルマ村の家畜請負状態 
放牧者 ヤク（頭） 放牧者 羊（頭） 
① （妻） 35 ① （夫） 472 
② （妻） 50 ② （夫） 194 
③ （妻） 53 ③ （夫） 208 
④ （妻） 46 ④ （夫） 207 
⑤ （妻） 35 ⑤ （夫） 201 
⑥ （妻） 58 ⑥ （夫） 186 
⑦ （独身） 93   
 総計 370  総計 1468 
＊チュルマ生産隊の出納係を務めた村人Ｆが保存している当時の資料から引用 
 
表 3－2 1977年チュルマ村の家畜請負状態 
放牧者 ヤク（頭） 放牧者 羊（頭） 
① （妻） 37 ① （夫） 428 
② （妻） 47 ② （夫） 207 
③ （妻） 51 ③ （夫） 216 
④ （妻） 50 ④ （夫） 216 
⑤ （妻） 38 ⑤ （夫） 217 
⑥ （妻） 73 ⑥ （夫） 212 
⑦ （独身） 98   
 総計 394  総計 1496 
＊チュルマ生産隊の出納係を務めた村人Ｆが保存している当時の資料から引用 
 
表 3－3 1978年チュルマ村の家畜請負状態 
放牧者 ヤク（頭） 放牧者 羊（頭） 
① （妻） 40 ① （夫） 452 
② （妻） 49 ② （夫） 234 
③ （妻） 55 ③ （夫） 237 
④ （妻） 56 ④ （夫） 218 
⑤ （妻） 42 ⑤ （夫） 226 
⑥ （妻） 78 ⑥ （夫） 237 
⑦ （独身） 101   





表 3－4 1979年チュルマ村の家畜請負状態 
放牧者 ヤク（頭） 放牧者 羊（頭） 
① （妻） 42 ① （夫） 457 
② （妻） 54 ② （夫） 247 
③ （妻） 63 ③ （夫） 241 
④ （妻） 65 ④ （夫） 251 
⑤ （妻） 50 ⑤ （夫） 229 
⑥ （妻） 83 ⑥ （夫） 212 
⑦ （独身） 114   

















表 3－5 1981年チュルマ村の 8組の人数・家畜 
組 人数（人） 羊（頭） ヤク（頭） 
① 23 178 17 
② 22 160 16 
③ 26 198 19 
④ 21 154 15 
⑤ 24 182 17 
⑥ 19 145 14 
⑦ 20 155 15 
⑧ 20 151 15 





ク約 0.73頭、羊 7.45頭を配分した。集団生産請負制は 1983年春まで 2年間行われた。 
1983 年春からチュルマ村でも家庭を生産単位とする家族生産請負制（「家庭聯産承包責
任制」）を実施した。各家庭に１人当りヤク 2 頭、羊 7 頭を配分した。当時、チュルマ村
33戸の人数と家畜数は以下のとおりである。 
 
表 3－6 1983年チュルマ村の各家庭の人数や請負した家畜数 
各家庭 人数（人） ヤク（頭） 羊（頭） 
① 5 10 35 
② 8 18 62 
③ 6 12 41 
④ 7 13 48 
⑤ 6 13 46 
⑥ 7 13 47 
⑦ 3 7 21 
⑧ 4 8 28 
⑨ 6 13 47 
⑩ 5 11 35 
⑪ 2 4 14 
⑫ 4 9 28 
⑬ 6 13 42 
⑭ 5 10 34 
⑮ 9 19 57 
⑯ 4 8 29 
⑰ 5 10 36 
⑱ 4 8 29 
⑲ 7 15 50 
⑳ 5 10 34 
㉑ 8 16 55 
㉒ 5 11 37 
㉓ 4 8 26 
㉔ 8 16 51 
㉕ 8 17 59 
㉖ 5 11 37 
㉗ 9 20 65 
㉘ 8 16 54 
㉙ 4 8 26 
㉚ 9 18 62 
53 
 
㉛ 7 13 47 
㉜ 5 10 34 
㉝ 1 3 7 











表 3－7 チュルマ村の A氏家族（1958年チュルマ村の唯一牧畜主）の家畜所有の変遷 






1983年生産責任制 ヤク 13頭 
羊 43頭 
人民公社から配分された。 






表 3－8 チュルマ村の B氏家族の家畜所有の変遷 







1983年生産責任制 ヤク 16頭 
羊 54頭 
人民公社から配分された。 





表 3－9 チュルマ村の C氏家族の家畜所有の変遷 

















表 3－10シュンポンシ村の D氏家族（1958年当時の大牧畜主）の家畜所有の変遷 








1983年生産責任制 ヤク 14頭 
羊 50頭 
人民公社から配分された。 





表 3－11シュンポンシ村の E氏家族の家畜所有の変遷 






1983年生産責任制 ヤク 18頭 
羊 60頭 
人民公社から配分された。 
2011年 ヤク なし 
























































例えば、2011年 2月現地で調査を行った時、市場の羊肉 1キロの値段は 34元であり、当




























チュルマ村の A家（表 1－3の②）には、耕地が 2ヘクタールある。2010年、実際に種
まきをしたのは 1.3 ヘクタールである。0.7 ヘクタールは休閑（休耕）地であるが、休耕
期間には保水と雑草取りをする。保水は降水後軽く表土を耕し毛細管現象を断つことであ
る。 
そのうち、小麦は 0.4ヘクタールに種まきをし、平均 0.067ヘクタールすなわち 1畝で
250斤（1斤は 500グラム）を収穫した。ハダカムギは 0.53ヘクタールに植え、平均 0.067
ヘクタールで 300斤を収穫した。ジャガイモは 0.67ヘクタールに種まきをし、1,500斤を
収穫した（食料以外に家畜の飼料にした）。アブラナは 0.2ヘクタールに種まきをし、平均






































































































































































































小麦 217 280 60,820 7,175   29,017 13,149 11,419   
ハダカ
ムギ 
410 187 76,762 12,742 1,418 446 2,638  59,518   
エンド
ウ 
30 256 7,702 1,600 3,082    3,020   
ジャガ
イモ 
           
総計 657 721 145,284 21,517 4,500 1,545 31,675 13,149 73,997 151 490 
油菜 55   831  2,388   755   






















表 3－13 1983・84年チュルマ村の各家庭の人数や請負した耕地面積 
各家庭 1983年の人数 耕地面積（畝） 1984年の人数 調整後の耕地面積（畝） 
① 4 19.58 5 22.38 
② 4 16.41 5 19.40 
62 
 
③ 4 19.58 4 19.58 
④ 7 29.51 7 29.51 
⑤ 5 19.72 4 19.41 
⑥ 8 32.82 8 32.80 
⑦ 5 26.06 5 23.33 
⑧ 5 26.06 5 26.06 
⑨ 8 35.99 8 35.70 
⑩ 8 35.99 8 35.70 
⑪ 5 29.23 5 26.25 
⑫ 9 42.47 9 40.00 
⑬ 8 32.82 8 35.70 
⑭ 3 9.93 4 14.93 
⑮ 9 42.47 9 40.00 
⑯ 7 29.51 7 31.26 
⑰ 4 22.75 4 19.49 
⑱ 2 12.96 1 7.40 
⑲ 5 22.89 6 26.78 
⑳ 8 39.16 8 35.70 
㉑ 6 29.37 6 26.80 
㉒ 7 29.51 8 29.50 
㉓ 6 26.20 7 29.63 
㉔ 7 35.85 7 32.30 
㉕ 3 16.27 3 16.27 
㉖ 4 19.58 6 23.90 
㉗ 6 26.20 6 26.80 
㉘ 5 29.23 4 26.80 
㉙ 2 9.79 2 11.84 
㉚ 4 19.58 4 19.58 
㉛ 6 29.37 6 29.37 
㉜ 4 22.75 6 26.80 
㉝ 7 35.85 9 35.35 




























『同仁県誌』によれば、同仁県の耕地面積は 1949 年中国革命時、総耕地面積は 11.01
万畝（0.734万ヘクタール）であり、1人当たりの耕地面積は 4.88畝（0.325ヘクタール）
であった。1953 年から漢人官僚の指導により全県で開墾して耕地面積は 1957 年には全県
耕地面積は 11.51万畝（0.767万ヘクタール）に増加した。1958年人民公社化後、大躍進
運動により全県で開墾運動を行って、耕地面積が 17.61 万畝（1.174 万ヘクタール）とほ




調査村では 1958年から 4年間連続して収穫量が減少した。 
1962年劉少奇・鄧小平のイニシャチブによる調整政策の登場により、同仁県でも開墾を
停止して草原に返したので、全県の耕地面積は 12.84 万畝（0.856 万ヘクタール）まで減
少した。1978年まで全県の基本的な耕地面積は 13万畝（0.866万ヘクタール）であったが、
1983 年に 6,000 畝（4000 ヘクタール）の耕地を草原に戻し、耕地面積は約 12 万畝（0.8

















すにあたって山地の耕地 1畝（0.0667ヘクタール）につき、毎年 150キロの小麦と 100元
の現金を補償した。 
 今日、調査村の実際に耕作する面積は 1983年生産責任制を実施した当時と比べれば、減















（第一章の表 1－3と表 1－4参照）。 
 
 






















というとき、ほとんど冬虫夏草(dbyar rtsa dgun 'bu、フユムシナツクサ、Cordyceps 















は 20万元から 30万元（日本円で 250～380万円）である。それ故、自主的に行く場合は、









った人に雇用される。給料は 1ヶ月半に 5,000元から 7,000元と決められ、掘った冬虫夏
草はすべて雇用主の所有となる。この場合、大変残念なことが起きる。例えば、チュルマ








































































① A家（表 1－3の①）の収入源 
チュルマ村の Aの家族は 11人であり、そのうち、農業従事者労働者は 6人、公務員１人、
大学生１人である。耕地 38畝のうち、実際に種まきをするものが 28畝ぐらいで、10畝分
は輪作休閑地である。28 畝のうち、去年、小麦は 10 畝を占め、ハダカムギは 8 畝、ジャ






バター  150キログラム *40元＝6000元 
チ―ズ  75キログラム *16元＝2400元 
羊毛  1400キログラム *3.5元＝1500元 
羊  130頭  *650元＝84500元（毎秋、羊約130頭を売っている）。 






A家の 2010年の現金収入約 12万元（当時のレートでは日本円で約 150万円）の中で、
牧畜からの収入は 80％を占め、出稼ぎは 18％、農業は 2％であった。 
 
② B家（表 1－3の㉘）の収入源 
B家の家族は 5人である。15畝ある耕地のうち、小麦は 3畝を占め、ハダカムギは 3畝、
アブラナは 2畝、豌豆は 1畝、ジャガイモは 0.5畝であり、5.5畝は毎年輪作休耕する。
労働力不足のため、家畜は持ってない。しかし、草原があるので、毎年草原を貸して、年
間に 3,500 元の収入がある。農業の収入はあまり多くなく、家畜もいないので、B 家の重
要な収入源は出稼ぎである。B家の 2010年の出稼ぎの収入は 4万元であった。 




③ C家（表 1－3の⑤）の収入源 
C家は家族全員 3人であり、労働力は 1人であった。畑は 15畝のうち、5畝分が輪作休







④ D家（表 1－3の㉕）の収入源 
D家の家族全員 11人の中、教師 3人、鎮政府の役人 1人、学生 5人、労働力は 2人であ
























































































た。以下で 1932 年から 1982 年までの各年代同仁県の戸数と人口を表で挙げる。 
 
表 4－1 1932 年から 1982 年までの同仁県の戸数と人口 
年代 戸数（戸） 人口（人） 
1932 年 ４,093 14,092 
1949 年 6,772 31,315 
1954 年 7,104 33,207 
1964 年 8,726 31,530 





1964 第二次全国人口全面調査から 1982 年第三次全国全面人口調査までの 18 年間、
人口増率がとても高かったのは、①医療条件を改善したからである。当時、人民公社の
衛生所はかつて 6 所から 13 所に増加し、県政府がある隆務鎮には州、県病院を設置し










のとおりである。シュンポンシ郷は 642 戸あり、人口は 3,620 人である。シュンポンシ村
は 245 戸、人口は 1,383 人である。チュルマ村は 44 戸、人口は 271 人である（2013 年シ
ュンポンシ郷人口統計）。 
聞取りによれば、1958 年の民主改革の階級区分の際には、シュンポンシ村は 90 戸があ
り、人口は 500 人程度であった。チュルマ村は 24 戸あり、人口は 90 人ほどであった。1958
72 
 







そのなかで行方不明や死亡したのは、チュルマ村では 5 人ほど、シュンポンシ村は 10 数
人であった。 
一方で、当時、全国で大躍進や人民公社政策の失敗により、人災や自然災害が起きた。
調査村では 1959 年の年末から 1962 年まで大変食料不足になって餓死者もたくさん出た。
当時、シュンポンシ村では 15 人ほど、チュルマ村では 5 人ほど餓死した。食料の不足に






表 4－2 シュンポンシ郷の各年代の人口 
年 人口 出産率 死亡率 平均収入 人口増加率 
1984 年 2,737 人   232.47 元 31.3% 
1994 年 3,136 人 22.24% 0.64% 452.30 元 6.94% 
2004 年 3,510 人   1931 元 7.09% 
2013 年 3,620 人   3612 元  
*同仁県統計局の資料から作成 
 
表から分かるのは、生産責任制度を実施した翌年の 1984 年から 1994 年までの 10 年間
に、村人の 1 人当たり平均収入が約 2 倍増加したことである。特に 1994 年から 2004 年
まで平均収入は 4 倍ぐらい増加した。人口も 1984 年から 1994 年、そして 2004 年までの
各 10 年間に約 400 人程度増加した。しかし、2004 年から人口増加率が低くなり、特に
2004 年から 2013 年までの 9 年間には 110 人しか増加していない。以前の 1980 年代から




年間平均の人口増加率は 6.16％であった。1960 年から 1962 まで青海省の人口総量は大幅
に減少し、年間平均減少率は 10.13%であった。この当時、中国革命以来青海省の人口増
加率はマイナスに転じた。1963 年から 1973 年までは第二の人口増加のピークであり、年




増加率は 1.57%である（青海省人口和計画生育委員会編 2006：526）。 
 1949 年から 1959 まで青海省の人口増加がピークになったのは、中国革命が成功して政
冶状態が安定し、農牧業については、互助組などの政策を行って生産量が上がったのが原
因である。1960 年から 1962 年まで反乱と鎮圧による死亡者増加のほか、人民公社化や大
躍進などにより、大勢の人々が餓死した。1963 年から労働点数制度の実施や自留地を配分






表 4－3 チュルマ村の各年代の人口状況の表。 
年代 人口（人） 一人当たりの現金収入（元） 食糧（キログラム） 
1958 年 90   
1972 年 120 123 210 
1975 年 144 113.53 248 
1977 年 151 136.66 247.5 
1979 年 163 108.4 252 
1981 年 175 150 260 
1983 年 189 220 310 
2010 年 290 3,622 350 
 ＊チュルマ生産隊の出納係を務めた村人Ｆが保存している資料から作成 
 
チュルマ村も 1958 年から今日まで、人口は 3 倍ほどになった。表が示しているように、
1972 年から 1979 年まで村人の平均現金収入や食糧は増減を繰り返した。当時、村は人民
公社の時期であり、指導者のよしあしによってこのような現象が生まれたものと思われる。 
1983 年から生産責任制を実施して 2010 年まで村人の現金収入は約 16 倍増加し、人口
も 100 人ほど増加した。それは、村人の収入が増加し生活水準が上がり、また、簡易では
あれ医療機関が普及したのが重要な原因であると考えられる。 
資料によれば、1981 年青海省の総人口の平均寿命は 60.79 歳、そのうち男性が 59.78
歳、女性は 61.79 歳であった。1989 年は 65.6 歳、そのうち男性が 64 歳、女性が 67.2 歳
であった。2000 年は 68.48 歳、そのうち男性が 68.48 歳、女性が 71.1 歳であった。青海
省の死亡率は 1990年の 7.47%から 2004年の 6.15%に減少し、減少率は 1.32%であった。























2001 年 A は青海省全省の優秀な村の医者に選ばれ、省衛生庁から優秀賞をもらった。
2002 年シュンポンシ上部族の村衛生室センターが設置された。同仁県衛生局が 5,000 元の
援助を行い、A 自身も 18,000 元を出資し、診察室や治療室、保健など医療知識や政策の
宣伝室などを備える四間の建物を建て、A はセンターの主任医師を担当した。この医療施
設はチュルマ村ではシュンポンシ上部族の三つの行政村の 3,000 人を治療する。 
現在、治療範囲は風邪などよく発生する病気や児童内科、外科、婦人科、助産、皮膚科、
口腔などである。同時に村の疾病の予防、医療、保健、健康教育、計画生育技術の指導な































伝するようになった。秦兆雄によれば、当時、湖北省では政府が都市で 2 人、農村では 3
人の子供を産むことが許可されると規定し、それ以上生んだ女性に避妊リングを装着する




年には 150 元、1978 年には 300 元、1980 年には 600 元、1983 年には 1,000 元であった。






同仁県でも 1974 年から中央政府の晩婚、晩育など計画出産政策を宣伝した。1975 年同
仁県でも漢民族に対して、都市部は 1 人子策、農村部は 2 人策を実施した。当時、県衛生
局が隆務鎮やシュンポンシ郷などチベット族地域では助産員や計画出産政策の宣伝員など
86 人を育成し、避妊薬 2,050 人分を配給した。政府機構や企業、或いは隆務鎮在住の漢民
族の計画出産政策違反者に人工流産や結紮、罰金などを課した。隆務鎮では人工流産が 14
人、結紮が 28 人であった。 
1980 年黄南蔵族自治州政府が『計画出産方法を実施する細則』を規定し、政府機関や企
業、人口の密度が高い隆務鎮で実施した。その結果、全県人口自然増加率は 1979 年の
















村人によれば、1986 年から調査村では郷政府の役人が 2 人子政策を宣伝したが、実際
に 2 人子政策の違反者に結紮手術や処罰を行ったのは 1988 年であった。当時、県衛生局
や郷政府の役人が村に入り、村の各家庭の子供の事情を調査し、1986 年以後 3 人目の子
供を産んだ夫婦の一人が結紮手術を受けなければならなかった。一般的に結紮手術を受け
たのは女性であった。2 人子政策に違反した女性を役人が強制的に郷衛生院に連行され結



















の 4 組夫婦がその日草原に逃げた。チュルマ村の 2 組の夫婦が草原に家族の放牧地がある
ため、草原で放牧をして 1 年間ぐらい村に帰って来なかった。シュンポンシ村の 4 組の夫
婦は甘粛省ラブランの親戚のところに行って、1 年間ぐらい村に帰ることができなかった。 
この期間、調査地や青海省では結紮手術による感染症などにより、病気になり、更には







ルマ村の 2 組夫婦とシュンポンシ村の 4 組夫婦が 1 年間後村に戻ったが、郷政府も各家族
に 1,000 元の罰金を科して済ませた。 
以後、政府の計画出産政策にも変化が生じた。以前の結紮や処罰を主とする政策から、
人口抑制政策に呼応して 2 人目の子どもを産まない夫婦などを奨励する制度に変わった。
本格的に規定したのは 2002 年発布した『青海省人口と計画出産条例』であった。 
2002 年の『条例』では、都市や農村の漢民族夫婦には 1 人子政策、農村の少数民族夫
婦は 2 人子政策、牧畜業の少数民族には 3 人子供政策を相変わらず実施する。また農村の
少数民族夫婦は 2 人目を産まない「独生子女証」を持つ者に政府が一括で 3,000 元の褒賞
をする。また、社会救済、救貧ローンや救貧金などを優先的に与える。牧畜業の少数民族
の 3 人目の子を産まない夫婦に一括で 1,000 元の褒賞する制度を規定した。 
同仁県政府の資料によれば、2008 年から計画出産政策の賞罰制を修正し、牧畜業の 3

















は、まず農民や遊牧民が毎年 20 元を医療保険として支払う。政府が 1 人当たり毎年 20 元
を医療保険として補助する。病院で治療を受ける場合は、40%の治療費を政府が補償する
制度である。この制度は 2004 年から中央政府が実施し、2006 年から全国で実施した。人々
が毎年支払う医療保険費も 20 元から 40 元に上げた。資料によれば、2008 年合作医療保





表 4－4 2006 年から 2013 年までのシュンポンシ郷の人口と出生数や死亡者数 
年 人口 出生 死亡 
78 
 
2006 年 3,554 人 47 人 36 人 
2007 年 3,560 人 55 人 22 人 
2008 年 3,613 人 42 人 22 人 
2009 年 3,633 人 35 人 14 人 
2010 年 3,627 人   
2011 年 3,632 人 29 人 24 人 
2012 年 3,663 人 35 人 14 人 
2013 年 3,620 人   
＊シュンポンシ郷政府の人口統計資料による 
 
以下で調査村の 2006 年から 2012 年までの人口と出生数や死亡者数を表で紹介する。 
 
表 4－5 シュンポンシ村の 2006 年以来の人口と出生数や死亡者数 
年 人口 出生 死亡 
2006 年 1,360 人 16 人 12 人 
2007 年 1,365 人 17 人 9 人 
2008 年 1,373 人 14 人 8 人 
2009 年 1,377 人 9 人 4 人 
2010 年 1,382 人 10 人 5 人 
2011 年 1,391 人 12 人 11 人 
2012 年 1,395 人 5 人 2 人 
＊シュンポンシ郷政府人口統計資料による 
 
表 4－6 チュルマ村が属するニンタ行政村の 2006 年以来の人口と出生数や死亡者数 
年 人口 出生 死亡 
2006 年 604 人 9 人 6 人 
2007 年 605 人 10 人 4 人 
2008 年 616 人 11 人 7 人 
2009 年 624 人 9 人 1 人 
2010 年 607 人 2 人 8 人 
2011 年 599 人 4 人 5 人 











 表 4－7 シュンポンシ村の各夫婦の子供状況 
年 子供無し 1 人子 2 人子 3 人子 
2008 年 18 夫婦 43 夫婦 179 夫婦 22 夫婦 
2009 年 19 夫婦 40 夫婦 186 夫婦 22 夫婦 
2010 年 14 夫婦 45 夫婦 176 夫婦 35 夫婦 
2011 年 13 夫婦 67 夫婦 152 夫婦 64 夫婦 
＊シュンポンシ郷政府人口統計資料による 
 
表 4－8 チュルマ村を属するニンタ行政村の各夫婦の子供状況 
年 子供無し 1 人子 2 人子 3 人子 
2008 年 17 夫婦 43 夫婦 84 夫婦 13 夫婦 
2009 年 26 夫婦 25 夫婦 91 夫婦 14 夫婦 
2010 年 17 夫婦 33 夫婦 85 夫婦 20 夫婦 
2011 年 7 夫婦 24 夫婦 65 夫婦 22 夫婦 
＊シュンポンシ郷政府人口統計資料による 
 















マ村はヴッズ(bu rdzi )ツォワ、メイジュウ(med 'jigs )ツォワ、ゲイワ(sgar ba)ツォワから
なっている。シュンポンシ村はゲンボ(rgan po)ツォワ、ラゲイ(ra sked)ツォワ、シュンポ

















































図 4−1 チュルマ村のツォワの系統図 
 
            マゴンジェ家族 
 
                   （マゴンジェの長女の息子達） 
 




   ウッズ・ツォワ  メイジュウ・ツォワ  ゲイワ・ツォワ 
 
図 4−2 シュンポンシ村のツォワの系統図 
 




           シュンポンシ村（ゲンボ・ツォワと聯盟し、シュンポンシ村に移住） 
 
 












































































































よれば、1949 年の革命以前とはもちろん、1980 年代や 90 年代と比べても大きく変遷し
ているという。 































である。トゥンサ・ツォワの山神はアニブンデイ（A myes 'bum sde）である。ニャンワ・








































































ポンシ村では毎年の旧暦 6 月 11 日にはトゥチェン山神のラーツェドウバという宗教儀礼
を行う。6 月 17 日にはゴウジュン山神のラーツェドウバの儀礼を行う。 
 各ツォワの山神のラーツェドウバ（宗教儀礼）は、6 月 18 日から 20 日であるが、ツォ
ワによって日が異なる。例えば、ゲンボ・ツォワは毎年の 6 月 18 日、ニャンワ・ツォワ
は 6 月 19 日である。ラゲイ・ツォワは 6 月 20 日である。村全体や各ツォワの山神のラー
ツェドウバの儀礼は、規模が違うだけで、儀式のやり方はほぼ同じである。 



















明白である。1980 年代や 90 年代、村人は 4、5 時間程歩きながらダヒャンなどを背負っ
て山神の儀式に参加したが、現在の若者達はバイクに乗って30分ぐらいで山頂上に着き、
祭祀経文を真面目に唱えるでもなく 1 時間ぐらいで儀礼を終了し、すぐ村に戻っている。 






いる。主催者がツォワの各家族の 18 歳から 60 歳までの大人の人数によって、1 人に対し












































































チュルマ村のB 家族は全員 12 人である。現在、全村で唯一 5 世代が一緒に生活してい
る家族である。家族構成は、B の父（母が弟の C と生活している）や息子の長男の家族、
次男（僧侶）、四男夫婦、末子である。 
 

































B 家は農牧兼業である。畑は 2.5 ヘクタールを所有し、家畜は羊が 500 頭、ヤク 68 頭












事例② C 家（表 1－3 の⑲）の家族 
 
              
 
 
           （C） 
         （B） 
 
  （娘加村の人） （娘加村の人）   （娘加村の人） 
 
         
                           
 
C はB（上のB 家）の弟であり、1996 年B が本家から分離して新しい家を建てた。本家
に残したC 家は現在家族 12 人である。C 家の構成は、C の母（父は兄のB のうちで生活





現在、C 家は家畜ヤク 60 頭、羊 500 頭、畑が 1.1 ヘクタールのうち、毎年 0.66 ヘクタ
ールに播種している。長男夫婦は牧畜に従事し、次男夫婦は農耕し季節が来れば冬虫夏草
の出稼ぎへ行っている。次男夫婦は、収穫や冬虫夏草の出稼ぎ（基本的に毎年の旧暦の 4
月の初めから 5 月中旬まで）以後など手が空いた時、家長のC の指示により放牧に手伝っ
ている。 










事例③ D 家（表 1－3 の②）の家族 
 




（朶秀村の人） （D）             
    
 
   （朶秀村の人） 
（僧侶）                        （僧侶）  
    
                 
 




















E の家族は全員 11 人であり、E 夫婦や長男夫婦とその子供 2 人、次男夫婦とその娘、




























例えば、事例 1 のB 家の場合、B の妻と長男の嫁は親戚であり、二人は叔母と姪の関係
93 
 













図 4−3 B・D・F 家の間の関係 
 
⑵ （F）        ⑴                                                              
    
 
    ⑷  （D）     ⑶   
                
   ⑺                ⑴     ⑵     
  
  
                     ⑸ （B）      ⑶ （C） 
                                   
 
⑹                   ⑷        
 
 
   ⑺  
 
      （図の同じ番号は同じ人物である。しかし、⑸と⑹は叔母と姪の関係を示している。） 
 
図で調査村の三つの大家族の婚姻関係を表している。それは、B 家族やD 家族、F 家族
（表 1－3 の㉞）である。図で分かるように、B とC の叔母である⑴は D の母である。D
の妹である⑶はC の妻である。C にとって妻は叔母の娘であるので、妻と彼の関係は従兄
妹婚姻である。B と C の一つの叔母である⑵は F の妻である。叔母⑵の次男の妻⑷は B



























事例① G 家（表 1－3 の㉘）の家族の構成 
 
                              
 
 G 家は家族５人である。G の父（母は弟と一緒に生活している）、G 夫婦と娘 2 人であ
る。2005 年まで弟夫婦と大家族として生活し、G と妻が草原で放牧し、弟夫婦が村で農
















G の父が 68 歳（2011 年）になって隆務鎮で仕立屋を開いたのも、家族の収入を増やすた
めであった。 
 
事例② H 家（表 1－3 の③）の家族 
 
         （H） 
 
 
             
 
         
        






事例③ I 家（表 1－3 の⑪）の家族 
 
         （I） 
 
           
 
              
 
I 家は家族 6 人である。I 夫婦、息子夫婦と孫 2 人である。I 家は直系家族であるが、羊
を 100 頭程所有し、年間の出稼ぎに行く時期（旧暦 4 月から 5 月末まで）以外は息子が放
























事例① J 家（表 1－3 の㉛）の家族 
 
               
 
           
                  
              
J 家は J 夫婦と息子の 2 人の計 4 人である。現在、夫婦で農業をやりながら出稼ぎに頼
っている。本来、息子 2 人も学校に通っているが、出稼ぎの収入を増やすため、中学生の
長男を退学させ、両親と一緒に冬虫夏草を掘らせている。J 夫婦や長男 3 人の出稼ぎの収
入で肉やバターなど食材や日常生活用品などを購入し、ギリギリの生活をしている。 
 
事例② K 家（表 1－3 の㉝）の家族 
 
             
 
 
                
 
K 家は家族 4 人である。K 夫婦と娘 2 人である。K は 2005 年実家から分家する時、ヤ





小学校に通う子供 2 人は弟の家で生活する両親に預けている。 
 上述したように調査村では大家族や直系家族、核家族などの家族形態が存在する。チュ
ルマ村の調査した 39 戸のうち、大家族は 7 戸、約 18%を占めている。直系家族が 27 戸、





















































シュンポンシ村のL は今年 70 歳であり、L は 30 年ほど前生家から分離して独自の家を






2002 年 L は息子達に家産を分割した。L には息子 4 人と娘 3 人があったが、二男と三
男は婿養子になった。娘達は嫁に行ったので、家産は長男と末子に分割することになった。
L が平等に財産を分割するため、ヤク 50 頭や羊 150 頭の家畜を五つに分け、一つ分をヤ






シュンポンシ村の M（63 歳）には息子 5 人と娘 2 人があった。しかし、息子のうち次
























































それは図 4−5 に見る通りである。 
 
  
図 4−5 1989 年建てた調査村の家屋の図と写真（筆者が作成と撮影） 















図 4−6 調査村 2012 年建てた調査村の家屋の図（筆者が作成） 
 
夏の台所兼寝室 







寝室       
 



















































































































































ンウゴンパ（rong bo dgon pa ゴンパは寺院のこと。漢語では隆務僧院と呼ばれる）はア
ムドの六大寺院の一つである。 
『青海蔵族史』によれば、明清時代からロンウゴンパは同仁県の政冶や文化、経済の中










(dpyis dgon)、グィセィワ(sgar gsar ba)、ヤマザシチ(gya' ma bkra shis 'khyil)、ガルツ
ェゴンパ(mgar rtsi dgon pa)など四つの寺院がある。このうちガルツェゴンパが本山であ
り、シゴンとヤマザシチは末寺である。ゲィセィワはシゴンの末寺である。四つの寺院の
関係は図 5－1 のとおりである。 
 
図 5−1 シュンポンシ郷の諸寺院 
 
              シゴン（末寺）−− ゲィセィワ（末寺） 
  ガルツェゴンパ（本山）｛ 
              ヤマザシチ（末寺） 
 
 ガルツェゴンパは今日まで 400 年の歴史があり、現在 168 人の僧侶が修行している。こ
の寺院はラブラン大僧院22(bla brag dgon pa)を模倣して、聞思学院（仏教理論や哲学）や
医学院などの学院を設立し、それぞれ学制やクラスを設置している。寺院は毎年各クラス
の修行計画や試験時期、不合格者に対する処罰を決定するなど、かなり厳格な教育を施す。






 シゴンは 200 年の歴史があり、現在僧侶が 25 人いる。僧侶達が毎月宗教儀礼をおこな
う以外に、ガルツェゴンパやラブラン僧院などに修行に行く僧侶も近年増えている。ヤマ













カパ（Tsong kha pa チベット仏教改革者、ゲルク派の創造者である）の仏像をはじめ、歴
代仏教の有名な学者及びシゴンの活仏の写真、仏像、マンダラなどを飾っている。 
シゴンは村とかなり離れた山奥にあり、周囲は山と森に囲まれた修行地である。チベッ







図 5－2 チベット仏教寺院の組織図 
 







































例えば、シゴンのある僧侶 A（49 歳）は 10 年前にガルツェゴンパやラブラン僧院、ラ
                                                   













































































































































チュルマ村では、村人の 15 歳から 65 歳の男が毎月の 29 日に、マニカンで経文を唱え
儀礼を行う。村の宗教組織にも寺の組織のように、チュウパ、ゲルケがいる。村のチュウ
パは老人のうち、宗教の儀礼に精通した人がなる。ゲルケは一般に中年の人であり、儀礼
を行う時、戒律などを監督し、儀礼を欠席した人に一日 5 元（約 80 円）の罰金を課す。 
一方、シュンポンシ村の宗教儀礼はチュルマ村とかなり異なる。シュンポンシ村では、
ガゥバ（sngags pa ニンマ派の僧侶）、アチョウジャウ（a mchod rgyal bo 世俗僧）、アチ
ョウジョウモ（a mchod jo mo 世俗尼僧）という三つの宗教従事者とその組織がある。ガ

















































表 5－3 シゴンの儀礼 
月 期間 儀礼 
（旧暦）1 月 10 日から 15 日まで 新年の祈祷会を行う。 
    2 月  特別な儀礼がなく、村に祈祷僧が行く
程度である。 
    3 月 7 日から 16 日まで 大日如来の儀礼を行う。 
    4 月 ① 14 日から 16 日まで 
② 23 日から 29 日まで 
① 斎戒する。 
② ドルジェジクチェの儀礼を行う。 
    5 月  特別な儀礼はない。 
    6 月 ① 4 日から 13 日まで 
② 15 日から 






    7 月 ① 1 日から 6 日まで 
② 8 日から 10 日まで 
① 弥勒菩薩の千供儀礼を行う。 
② 釈尊の儀礼を行う。 
    8 月 ① 1 日から 
② 17 日から 19 日まで 
① 夏安居が終わる。 
② 8 月の祭祀を行う。 
    9 月 21 日から 25 日まで、 大日如来の儀礼を行う。 
   10 月 25 日から 29 日まで、 ツォンカパの記念祈祷会を行う。 
   11 月 冬至 祈祷会を行う。 
   12 月 ① 1 日 







チュルマ村の村人も様々な年間儀礼をおこなっている。例えば、1 月 5 日（旧暦）村人
の 15 歳から 65 歳の男が村のマニカンに集まり、午前９時頃から午後の５時まで仏頂尊勝
法の経典を唱え、新しい年に村人に災難や家畜に被害がなく、農産物が豊作になるよう、





1 月 18 日から 23 日まで村人の 15 歳から 65 歳男（村人であれば公務員、教師、学生な
ども儀礼に参加する義務がある）がマニカンで仏頂尊勝真言を 1 万回念誦する。村は男全
員で 75 人、6 日間の儀礼で真言を１万回念誦する義務がある。しかし、欠席した人の分は
参加者が分担するので、時々一人の分担する念誦数が増える場合もある。 






誦して衆生の幸福を祈る。3 日目の朝 4 時ごろ、観音菩薩の賛辞を唱え、最後の祈祷をし
て斎戒を終る。 
4 月 15 日は釈尊が誕生、悟り、涅槃に入った日であるため、村人は斎戒して、衆生の幸
福を祈る。仕事の都合で斎戒しない人もいるが、基本的に 20 歳以上の村人は斎戒してい
る。 



















6 月 3 日にはシュンポンシ上部族の山神の祭り儀礼を行う。シュンポンシ上部族の七つ
村の 15 歳から 65 歳の男全員がガンケルガン（sgang dkar sgang、「白山」の意味）に集





7 月は裸麦・春小麦の収穫も終わり、草原に花が咲くもっともよい季節である。7 月 11
日には村の西南の方にある山神の儀礼を行う。山下には草原や畑があり、この日の午前村
の男全員が山で儀礼を行い、女や子供達が草原でテントを張り、料理を作って男達を待つ。
この日の午後から 13 日まで三日間草原で家族と一緒に過ごす。 
9 月 22 日は仏教の重要な祝日であるため、村人は斎戒する。しかし、仕事の事情によっ
て斎戒しない人もいる。一般的に年長者は皆斎戒する。 
10 月 25 日はチベットの仏教学者・仏教の改革者ツォンカパが涅槃に入った記念日であ
るため、チベット全地域では斎戒など儀礼を行って家族の幸福など祈る。チュルマ村でも、
村人は斎戒して六道輪廻から解脱することを祈る。 
11 月 13 日から 17 日まで村の男全員がマニカンでサンドンマ（Sing gdong ma）の賛辞
経典を唱え、年末の儀礼を行う。 





表 5－4 チュルマ村の年間儀礼 
月 期間 儀礼 
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1 月 ① 5 日 
② 18 日から 23 日まで 
① 仏頂尊勝法の儀礼を行う。 
② 仏頂尊勝真言を 1 万回唱える。 
2 月 8 日から 10 日まで 昔は大悲観音の儀礼を行った。しかし、社会の
変動の中で中止し、今は回復してない。 
3 月 7 日 この村の精神的な指導者であったラッコドゥジ
ェチャン活仏の記念祈祷会を行う。 
4 月 13 日から 15 日まで 斎戒を行う 




6 月 ① 3 日 





7 月 11 日 山の神様を供奉する儀礼を行う。 
8 月  農業の収穫時期であるため、特別な宗教儀礼が
ない。 
9 月 22 日 斎戒を行う。 
10 月 25 日 斎戒などをして、ツォンカパの記念祈祷会を行
う。 
11 月 13 日から 17 日まで サンドンマの儀礼を行う。 
12 月 ① 15 日午前 
















 表 5－5 ガゥバ（ニンマ派の僧）の儀礼 
月 期間 儀礼 
1 月 ① 15 日 













表 5－6 アチョウジャウ（a mchod rgyal bo 世俗僧）の儀礼 
月 期間 儀礼 
4 月 16 日 大悲観音の儀礼を行い、新しいタル・チュ （ー経
文刷りの布の旗）を飾る。 
5 月 4 日 パドマサンバヴァのトンチョウ24（stong 
mchod 千供儀礼）を行う。 
6 月 13 日から 15 日まで 寺から僧侶を誘い、土の神様の儀礼を行う。 
10 月 25 日 パドマサンバヴァのトンチョウ（千供儀礼）を
行う。 
 




解できず、民間信仰のように毎月の 10 日に持明の儀礼を行っている。そして、25 日にカ







                                                   
24 トンチョウ(千供儀礼)とは、バターランプなど供える物の数が千個であることや、パドマサンバヴァの
賛辞経を千回に唱えることなどすべての数は千個を備えることから、トンチョウ（千供儀礼）という。 
2 月 11 日から 15 日 カァジェハェチンズバの儀礼（密教の修行儀礼）を行う。 
4 月 1 日から 4 日まで 大悲観音の儀礼を行う。 
6 月 ① 3 日から 5 日まで 
② 13 日から 15 日まで 
① 無量寿如来の儀礼を行う。 
② パドマサンバヴァの儀礼を行う。 
9 月 ① 22 日から 23 日まで 
② 27 日から 29 日まで 
① カルランシチョウの儀礼（密教の修行儀礼）を行う。 
② ゴンポツェダ（村の守り神様）の儀礼を行う。 




















































村社会では日常的に山神の儀礼を行っているが、参加者は 15 歳か 55 歳までの男に限られ
る。彼らが家族の生活のため、出稼ぎや家畜の放牧などで留守をすることや、出稼ぎの収
入の金運や家畜の増加や、行方不明などは家族の生活と緊密な関係していることが理由で



















表 5－7 この世の神とあの世の神の役割の比較 
 この世の神 あの世の神 
象徴、存在する場所 山、山頂のラーツェ 寺院、仏壇、仏像、マンダラ 
























































供しない。また、この村では、毎年 5 月 13 日の山神に供奉の儀礼を行う時、その年に男




















表 5－8 チベット人における男女表象 
男の文化的な象徴物 女の子の文化的な象徴物 
羊（肉、血、強靭） バター（黄金の色、福運） 
酒 （性格は凶猛） 果物（性格は優しい） 
 







































































































































































































































































































































































らない。鳥葬場に行く人の人数は必ず 5 人、或いは 7 人の奇数である。その理由は、村人
によると、鳥葬するまで死者の霊魂はまだ体から出ていないため、死者を含めれば 6 人、
或いは8人の偶数になるからである。鳥葬場で死者と話して彼自身に死んだことを知らせ、




























































































カ所もある。例えば、デイクン（'bri gung dgon pa）寺の鳥葬場、セラ（bse ra）寺の鳥
葬場、ガンデン(dga' ldan)寺の鳥葬場、パオンカ(pha bong kha)寺の鳥葬場、チャラン















僧院は 1172 年にムニヤゴンリン（mi nyag sgom rin）という修行者が現地に小廟を建






に位置し、広さ 4×5 メートルである。周辺に死者の骨を砕くための石がある。高さが 50














ン（rtog rdan）、ロッジェパ（ro skyel pa）、ロッレパ（ro las pa）など様々な名前があり、
鳥葬場や地域によって呼び方が違う。しかし、チベット自治区では基本的にドンデンと呼













































































パオンカ寺はラサ市から 10 キロ離れた南の山奥にある。パオンカ寺は 7 世紀吐蕃王朝
のソンツェン・ガムポ王の時建てられ、今まで、約 1,300 年の歴史をもつ古い寺院の一つ
である。 
 パオンカの鳥葬場は寺院の西方面の周辺にある。横 8 メートル、長さ 17 メートルもあ
る巨石である。周りは小さい石とセメントで高さが約 40 センチの壁を建て、家畜が鳥葬
場に入れないようにしている。死者の骨を砕く高さ約 50 センチ、直径が 15 センチ程度の








































































































れたところにある。1895 年に建立し、現在まで 120 年の歴史がある。チベット仏教のニ
ャン派に属し、現在約 200 人の僧侶が修行している。 
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